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脱炭素社会を実現するアイデア実践コンテスト
（ECOコン）審査・表彰式の開催について

2050年カーボンニュートラルの達成に向け、高校生、大学生等を
対象とした脱炭素社会を実現するアイデア実践コンテストの報告・
審査・表彰式を開催します。
当日はコンテストに参加した学生によるプレゼン形式での実践報

告もありますので、取材の上、ぜひ県民へ周知してくださるようお
願いします。

１ 日 時
令和７年１月１５日（水）10時00分～12時00分

２ 場 所
秋田県庁正庁

３ 内 容
（１）ECOコン概要説明
（２）発表（実践報告、質疑応答）

① 国際教養大学 環境科学チーム【団体】
－ ONEニコニコチャレンジ －
（電気使用量の可視化による節電と環境保全意識の向上）

② 新屋高等学校 おおぴろ！【団体】
－ 子どもの食品ロスを減らそう！ －
（給食から始める食品ロスの削減と地球温暖化の影響）

③ 聖霊女子短期大学 聖短きっず！【団体】
－ 動物と一緒に脱炭素！ －
（エレベーターの利用者削減による省エネ）

（３）審査結果発表、賞品授与
（４）審査員長による全体講評（秋田県生活環境部長 伊藤 真人）
（５）記念撮影

４ その他
取材を希望する場合は、会場設営の都合上、１月１４日（火）正午

までに担当者あてに御連絡くださるようお願いします。



脱炭素社会を実現するアイデア実践コンテスト（ECOコン）について 

   

温暖化対策課  

 

１ 目的 

  2050年カーボンニュートラルの達成に向け、環境問題に関心が高い層のみならず多く 

の県民の環境配慮行動の実践につながる手法を探るとともに、2050年の社会において中 

心となって活躍する若者の環境問題に対する意識を高めることを目的とする。 

 

２ 事業概要 

ナッジ理論※を活用するなどして効果的に人々の行動変容を促す手法について、若者 

の視点を生かした「脱炭素社会を実現するアイデア実践コンテスト（ECOコン）」を行う。 

 参加者は、日常生活の様々な場面においてコストをかけずに脱炭素社会の実現につな

げる仕掛けづくりについて自由にテーマを設定。そのアイデアを実践して効果を検証し、

優れたアイデアを表彰する。 

  ※行動経済学の一種で、「人々の選択肢を奪うことなく、金銭的なインセンティブを用 

いずに環境を整えることで、本人や社会にとって望ましい行動をするようにそっと 

後押しする（ナッジする）手法」 

 

３ 審査会の日時・場所 

令和７年１月１５日（水）10:00～12:00 ・ 秋田県庁正庁 

 

４ 次第 

   ① 開会 

   ② 挨拶 秋田県生活環境部温暖化対策課長 野村 桃子 

③ 審査員紹介 

④ 事業概要説明 【概要説明（スライド）・活動記録（動画）】 

⑤ 審査基準説明 

⑥ 発表（実践報告、質疑応答） 

⑦ 審査結果発表、賞品授与 

⑧ 全体講評 伊藤審査員長 

⑨ 記念撮影 

⑩ 閉会 

   ※④の動画については、報道資料として収録した DVDをご提供することも可能です。 






